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pp.15-28 https://ir.library.osaka-u.ac.jp/repo/ouka/all/80709/joufs_42_015.pdf 

(セ) ヴェネツィア方言 

l 荻原寛(2000).「ヴェネツィア方言における無主語接語文」『ロマンス語研究』33 号, 

pp.12-22 http://sjsrom.ec-net.jp/studrom/033/studrom_033_002.pdf 

l 宮坂真紀(2008).「ゴルドーニの喜劇におけるヴェネツィア方言の意味とその効果に関

する考察：Le Morbinose と Le Donne di buon umore の比較を通して」『イタリア学会

誌』58 巻, pp.63-84 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/58/0/58_KJ00005059846/_pdf/-char/ja 

l 宮坂真紀(2011).「ゴルドーニのヴェネツィア方言劇におけるイタリア語：ガスパリー

ナの２言語併用」『イタリア学会誌』61 巻, pp.23-44 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/61/0/61_KJ00007562683/_pdf/-char/ja 

 

 

9. 文体論・修辞学 

l 池田廉(1956).「イタリア文芸批評と文体論（第二回国際イタリア文学研究会議より）」『イタ

リア学会誌』5 巻, pp.105-109 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/5/0/5_KJ00003718066/_pdf/-char/ja 

l 岩倉具忠(1972).「現代イタリア文学における散文の言語」『イタリア学会誌』20 巻, pp.1-10 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/20/0/20_KJ00003717460/_pdf/-char/ja 

l 岩倉具忠(1974). 「美術批評の言語について」『イタリア学会誌』22 巻, pp.95-103 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/22/0/22_KJ00003717502/_pdf/-char/ja 

l 岩倉具忠(1979).「シチリア派の言語と文体について：Giacomo da Lentini と Guido delle 

Colonne にみられる」『イタリア学会誌』27 巻, pp.24-47 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/27/0/27_KJ00003717576/_pdf/-char/ja 

l 古浦敏生(1983).「ダンテのレトリック」. 古田敬一編.『レトリックと文体：東西の修辞法を

たずねて』丸善書店, pp.31-49 

l 土肥秀行(2000).「パゾリーニ『ガザルサ詩集』の詩語」『イタリア学会誌』50 巻, pp.208-231 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/50/0/50_KJ00003718084/_pdf/-char/ja 

l 村瀬有司(2017).「『エルサレム解放』の７行目終わりの直接話法：配置の特徴と効果につい

て」『イタリア学会誌』67 巻, pp.25-48 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/67/0/67_25/_pdf/-char/ja 

l 村瀬有司(2018).「『エルサレム解放』における直接話法の配置の特徴と効果：前置型の「導

入表現に導かれた行頭から始まる発話について」『イタリア学会誌』68 巻, pp.1-23 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/68/0/68_1/_pdf/-char/ja 

l 村瀬有司(2020).「『エルサレム解放』の偶数行から始まる直接話法について」『イタリア学会

誌』70 巻, pp.51-74 https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/70/0/70_51/_pdf/-char/ja 

l 古浦敏生(1983).「ダンテのレトリック」. 古田敬一編.『レトリックと文体：東西の修辞法を
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たずねて』丸善書店, pp.31-49 

 

 

10. 対照言語学・翻訳論 

(ア) 日・伊 

l 菅田茂昭(2011).「イタリア語 VS 日本語」『ロマンス語研究』44 号, pp.31-34 

http://sjsrom.ec-net.jp/studrom/044/studrom_044_004.pdf 

l 古浦敏生(1993).「イタリア語・フランス語に借用された日本語名詞の性」『広島大学文

学部紀要』52 巻, pp.227-245 

l 古浦敏生(1993). 「イタリア語の付加疑問とそれに対応する日本語の文末－川端康成

『古都』とそのイタリア語役を資料として－. 藤原与一編.『言語類型論と文末詞』三

弥井書店, pp.21-31 

l 古浦敏生(1995).「イタリア語・日本語における色彩語彙の対象研究」『南欧文化』16 号, 

文流, pp.16-36 

l 古浦敏生(2005).「日本語・イタリア語発話動詞比較対照研究」『広島大学フランス文学

研究』24 巻, pp.384-395 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/19760/files/7945 

l 古浦敏生(2006).「日本語・イタリア語対照研究：「行く/来る」vs「andare/venire」」『ニ

ダバ(NIDABA)』35 巻, pp.75-84 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/44735/files/29414 

l 古浦敏生(2007).「日本語・イタリア語における温度形容詞の比較対照研究」『ニダバ

(NIDABA)』36 巻, pp.67-76 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/44736/files/29369 

l 古浦敏生(2008).「日本語・イタリア語対照研究：「父/母」vs「padre/madre」」『ニダバ

(NIDABA)』37 巻, pp.135-142 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/44739/files/30084 

l 古浦敏生(2009).「日本語・イタリア語における反復表現の比較対照研究：畳語

(epizeuxis)を中心に」『ニダバ(NIDABA)』38 巻, pp.78-87 https://ir.lib.hiroshima-

u.ac.jp/45552/files/38029 

l 古浦敏生(2010).「日本語・イタリア語対照研究：語中音添加を中心として」『ニダバ

(NIDABA)』39 巻, pp.68-77 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/44742/files/29455 

l 古浦敏生(2012).「日本語・イタリア語対照研究：「水語彙」を中心として」『ニダバ

(NIDABA)』41 巻, pp.51-60 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/49698/files/38532 

l 古浦敏生(2013).「日本語・イタリア語における「時刻指定表現」の対象研究」『ニダバ

(NIDABA)』42 巻, pp.90-91 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/44746/files/29417 

l 古浦敏生(2014).「日本語・イタリア語対照研究：「古－/旧－」vs「antico/vecchio」」『ニ

ダバ(NIDABA)』43 巻, pp.79-88 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/44748/files/42179 

l 古浦敏生(2015).「日本語・イタリア語対照研究：「花語彙」を中心として」『ニダバ

(NIDABA)』44 巻, pp.80-88 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/44751/files/37684 

l 古浦敏生(2017).「日本語・イタリア語対照研究：「高・低」vs「alto・basso」」『ニダバ

(NIDABA)』45 巻, pp.59-68 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/44753/files/33915 
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l 古浦敏生(2017).「日本語・イタリア語対照研究：物の周辺・先端部を指す名詞を中心と

して」『ニダバ(NIDABA)』46 巻, pp.54-62 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/44756/files/3 

l 古浦敏生(2018).「日本語・イタリア語対照研究：職業名を構成する接尾辞を中心とし

て」『ニダバ(NIDABA)』47 巻, pp.1-10 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/45415/files/30106 

l チェスパ・マリアンナ(2012).「イタリア語と日本語の複文における時制について」『北

海道大学大学院文学研究科研究論集』12 巻, pp.169-187 

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/bitstream/2115/51966/1/009_MARIANNA.pdf 

l チェスパ・マリアンナ(2015).「イタリア語と日本語の過去時制に関する対照研究」『北

海道大学博士論文』11630 号

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/bitstream/2115/58743/1/Cespa_Marianna.pdf 

l ナンニーニ・アルダ*(2007).「日本人学習者におけるイタリア語の冠詞習得について：

対象言語学的アプローチおよび教授法の諸提案」『イタリア学会誌』57 巻, pp.20-47 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/57/0/57_KJ00004737446/_pdf/-char/ja 

l 西本晃二(1992). 「イタリヤ語のカナ表記について：試論」.「秋山余思教授退官記念論

文集」編集委員会編.『イタリア語ことばの諸相：秋山余思教授退官記念論文集』イタ

リア書房, pp.41-55 

(イ) 伊・英 

l 上野貴史(1997).「英語名詞複合語とイタリア語表現」『ニダバ(NIDABA)』26 巻, pp.77-85 

https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/44352/files/29488 

(ウ) ロマンス語 

l 小倉博史(2014).「ロマン諸語における語の有縁性と比喩表現について(5)－ロマン諸語

(フランス語、イタリア語、ルーマニア語、スペイン語、ポルトガル語)と日本の故事・

諺・成句にみられる楽器名による比喩表現を中心として－」『国際言語平和研究所研究

論叢』84 号, pp.59-73 https://kufs.repo.nii.ac.jp/records/130 

l 菅田茂昭*(1986).「il futuro nell’italiano e nelle lingue romanze」『ロマンス語研究』19 号, 

pp.85-87 http://sjsrom.ec-net.jp/studrom/019/studrom_019_009.pdf 

l 谷栄一郎(1996).「ロマンス語比較：語彙の継承」『奈良県立商科大学研究季報』7 巻, 1

号, pp.51-64 https://narapu.repo.nii.ac.jp/records/299 

l 土屋亮(2017).「スペイン語「中性定冠詞」lo の諸用法とこれに相当するイタリア語お

よびフランス語の表現について」『福岡大学人文論叢』49 巻, 3 号, pp.805-837 

https://fukuoka-

u.repo.nii.ac.jp/?action=repository_action_common_download&item_id=4252&item_no=1&attr

ibute_id=22&file_no=1 

l 藤田健(2004).「ロマンス諸語における冠詞のカテゴリー化に関する対照的考察」『認知

科学研究』2 巻, pp.19-36 https://muroran-it.repo.nii.ac.jp/record/5304/files/02.pdf 

l 藤田健(2004).「ロマンス諸語における不定詞節内の代名詞クリティックの格照合」『北

海道大学文学研究科紀要』112 巻, pp.105-134 
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https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/bitstream/2115/34064/1/112_PL105-134.pdf 

l 藤田健(2012).「ロマンス諸語における定冠詞の代名詞的性質」『北海道言語文化研究』

10 巻, pp.7-22 https://u.muroran-it.ac.jp/hlc/2012/02fujita.pdf 

l 山村ひろみ(2017).「スペイン語の estar+gerundio の特徴：対応するフランス語・イタリア

語の迂言形式との対照の観点から」『九州大学言語文化論究』38 巻 , pp.85-96 

https://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/opac_download_md/1804176/p085.pdf 

(エ) 伊・仏 

l 石岡精三(1994).「フランス語とイタリア語における受動使役構文について」『ロマンス

語研究』27 号, pp.53-65 http://sjsrom.ec-net.jp/studrom/027/studrom_027_006.pdf 

l 石岡精三(2004).「イタリア語とフランス語の関係詞(di cui, don’t)の摘出移動について」

『ロマンス語研究』37 号, pp.37-46 http://sjsrom.ec-net.jp/studrom/037/studrom_037_005.pdf 

l 上野貴史(2020).「フランス語 sembler とイタリア語 sembrare における属詞構文：数量的

分析から見る繋辞性・動詞性」『広島大学文学部論集』80 巻, pp.45-60 

https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/50926/files/232 

l 上野貴史(2021).「イタリア語 sembrare とフランス語 sembler における自動詞：その派生

と繋辞性」『ニダバ(NIDABA)』50 巻, pp.1-15 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/51022/files/2051 

l 上野貴史(2021).「イタリア語 sembrare とフランス語 sembler における非人称用法：認識

動詞との類似性を通じて」『言語文化学会論集』56 巻, pp.61-85 https://ir.lib.hiroshima-

u.ac.jp/52214/files/44456 

l エモンズ・ジョゼフ*(2001).「右方転位とフランス語/イタリア語の接語 EN/NE の関係

について」『日本言語学学会機関誌：言語研究』119 号, pp.1-32 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/gengo1939/2001/119/2001_119_1/_pdf/-char/ja 

l 岸本通夫(1966).「フランス語とイタリア語」『大阪市立大学人文研究』17 巻, 3 号, 

pp.294-311 https://www.i-repository.net/contents/osakacu/kiyo/DBd0170305.pdf 

l 木村泰歩(2013).「イタリア語の空間を表す前置詞 a, in, dentro－フランス語前置詞 à, en, 

dans との対照から－」『東京外国語大学記述言語学論集』9 巻, pp.127-134 

http://repository.tufs.ac.jp/bitstream/10108/90619/1/Kimura.pdf 

l 小林英夫(1962).「フランス語の triste とイタリア語の triste」『日本言語学学会機関誌：

語学研究』42 号, pp.15-22 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/gengo1939/1962/42/1962_42_15/_pdf/-char/ja 

l 長神悟(1981).「二つの『アレクシウス』－中世フランス・イタリアの聖者伝をめぐって

－」『ロマンス語研究』13/14 合併号, pp97-109 http://sjsrom.ec-net.jp/studrom/013-

014/studrom_013-014_008.pdf 

l 長谷川秀樹(2016).「フランス語・イタリア語との比較におけるコルシカ語動詞複合時制

における助動詞 esse/avè について」『横浜国立大学教育人間科学部紀要. II, 人文科学』

18 巻, pp.19-30 

l 東哲史(2017).「動詞の法の比較に関する一考察」『東京音楽大学研究紀要』40 巻, 
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pp.135-152 https://tokyo-ondai.repo.nii.ac.jp/record/1137/files/07_p135_Higashi.pdf 

l 藤田健(2013).「フランス語とイタリア語における部分冠詞の分布について」『北海道言

語文化研究』11 号, pp.77-98 https://u.muroran-it.ac.jp/hlc/2013/07.pdf 

l 藤田健(2015).「フランス語とイタリア語における指示代名詞の分布について」『北海道

言語文化研究』13 巻, pp.25-47 https://muroran-it.repo.nii.ac.jp/record/5416/files/03fujita.pdf 

l 舟杉真一(1999).「日本語からの借用語の性－フランス語とイタリア語の場合－」『ロマ

ンス語研究』32 号, pp.1-10 http://sjsrom.ec-net.jp/studrom/032/studrom_032_001.pdf 

l 山田怜央(2011).「フランス語とイタリア語の接続法について－croire/credere の従属節中

の法選択－」『思言：東京外国語大学記述言語学論集』7 号, pp.201-208 

http://repository.tufs.ac.jp/bitstream/10108/90496/1/1_YamadaL.pdf 

l 山田怜央(2013).「フランス語とイタリア語の接続法について－思考動詞の従属節内の法

選択－」『思言：東京外国語大学記述言語学論集』9 号, pp.95-104 

http://repository.tufs.ac.jp/bitstream/10108/90616/1/Yamada.pdf 

(オ) 伊・西 

l 伊藤太吾(1991).『イタリア語からスペイン語へ』大学書林 

l 藤田健(2017).「スペイン語とイタリア語における定冠詞の分布について」『北海道言語

文化研究』15 巻, pp.71-93 https://u.muroran-it.ac.jp/hlc/2017/06.pdf 

(カ) 伊・ルーマニア 

l 鈴木信吾(2022).「伝聞による証拠性の標識：イタリア語の DICE CHE とルーマニア語

の CICA の文法化の度合いについて」『東京音楽大学研究紀要』46 巻, pp.23-41  

l 藤田健(2019).「イタリア語とルーマニア語の定冠詞に関する対照研究」『北海道大学文

学研究院紀要』158 巻, pp.77-115 

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/bitstream/2115/75220/1/158_10_Fujita.pdf 

l リディ・ヴァッラウリ. 鈴木信吾*(2013).「ルーマニア語とイタリア語における前置詞

付き目的語」『ロマンス語研究』46 号, pp.11-19 http://sjsrom.ec-

net.jp/studrom/046/studrom_046_002.pdf 

(キ) その他 

l 上野貴史(2020).「名詞述語文の小節構造分析：英語・イタリア語・フランス語の場合」

『ニダバ(NIDABA)』49 巻, pp.11-20 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/49095/files/36542 

l 古浦敏生(2017).「再録論文(抄)：イタリア語に翻訳されたギリシャ人名」『プロピレ

ア』23 巻, pp.9-11 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/44335/files/30972 

l 田中紀男(1993).「英・仏・伊語の不定詞構造について」『天理大学学報』172 号, pp.21-

44 https://opac.tenri-u.ac.jp/opac/repository/metadata/1867/GKH017202.pdf 

(ク) 翻訳論 

l 伊藤玄吾(2018).「ベンボ『俗語論』の 16世紀中期フランスにおける受容に関する－考

察：ジャン＝ピエール・ド・メムの『イタリア語文法』を中心に」『天野惠先生退職記

念論文集』pp.67-83 https://repository.kulib.kyoto-



 17 

u.ac.jp/dspace/bitstream/2433/233686/1/keiamano_67.pdf 

l 玉置祐子(2005).「FOREIGNIZATION (異化)：理論と実際－訳文の語彙を中心に－」『通

訳研究』5 巻, pp.239-254 https://www.jstage.jst.go.jp/article/istk/5/0/5_0512/_pdf/-char/ja 

 

 

11. 言語教育学 

l 斎藤智栄子(2011).「日本人学習者によるイタリア語の名詞と冠詞の習得に関する考察」『ロ

マンス語研究』44 号, pp.79-88 http://sjsrom.ec-net.jp/studrom/044/studrom_044_010.pdf 

l 高田和文(2006).「大学におけるイタリア語教育の現状と第二外国語学習の意義について」

『静岡文化芸術大学研究紀要』6 巻, pp.1-9 https://suac.repo.nii.ac.jp/records/597 

l 谷口真生子(2023).「本学のイタリア語学修にみられる問題点」『大阪音楽大学研究紀要』61

巻, pp.40-54 https://www.jstage.jst.go.jp/article/daion/61/0/61_40/_pdf/-char/ja 

l 畷絵里(2017).「イタリア語を学ぶ日本人学習者の利点と不利点：イタリア語講師へのインタ
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